
答弁指定事項進捗状況調書 

令和７年９月 

議員名  小久保 重孝 

担当部 経済環境部 担当課 商工観光課 

質問年月日   令和７年９月 17日 

質問事項 伊達紋別駅前の「にぎわい創出」について 

【質問要旨】 

市長は「鉄道利用、インバウンドの方も中心に、旅行客の方もいらっしゃるという
ことですので、そうしたインバウンドやレンタカー使わない方に対しての取り込みと
いう点については、伊達紋別駅が伊達市の顔でありますし、ゲートウエーになってい
るということもありますので、そこからいかに市内に誘導するか、また市内で滞在時
間を多くして、市に対して観光消費額として実際に落としていただけるか、また伊達
の食であるとか文化に触れていただけるかというのはすごく大事なことだと思ってい
ます。ですので、伊達紋別駅は、非常に私は重要な拠点の一つであるという認識であ
ります。」と述べている。なかなかプレーヤーがいない中で、どうやったら市長がお
っしゃったような絵を形にしていけるかというプロセスをどう市長としては考えてい
るか伺う。 

 

【答弁要旨】【答弁者：市長】 

交雄会のだて病院さんも一つのプレーヤーかなと思っております。また、自治会もそ
うですし、それだけではなくて、今観光協会も会長が替わりまして、実際にこれから
の活動内容というのも見えてきたところでございます。ですので、大まかに言うと今
の３者の方々と協議をしながら、どういった方向性にするか考えていきたいと思って
いる。 

【対応・進捗状況】 対応済（令和８年３月 16日） 対応中 検討中 実施不可 

 ■令和８年３月 16日現在 

伊達紋別駅から市内への誘導や滞在時間延長を図るためには魅力的な観光コンテ

ンツの整備が不可欠であることから、まずは観光協会との協議を最優先とし、だて病

院及び自治会との協議につきましては、必要に応じて行うものとします。 



答弁指定事項進捗状況調書 

令和７年９月 

議員名  小久保 重孝 

担当部 経済環境部 担当課 商工観光課 

質問年月日   令和７年９月 17日 

質問事項 伊達紋別駅前の「にぎわい創出」について 

【質問要旨】 

問題は、店舗エリアが駅から見て壁だけしか見えないので、どんな店舗が配置され

ているか分からないということなのです。この辺りもう少し工夫できなかったのかな

と思うのです。私もあそこに立ってみると、本当に確かに店舗があるというふうには

思えないのです。ですから、看板の設置だけでも工夫をすれば可能性はあるのです。

可能性というのは、少しにぎやかな場所があるのだなということを訪れた人に伝える

ことができる。それについて少し考えてもらいたい。 

【答弁要旨】【答弁者：建設部長】 

私も全く同じ感想を持っておりまして、あそこに喫茶店とかあるのがしばらくたって

から妻から聞いて知ったぐらいであります。議員から今ご指摘ございましたように、

看板がいいのかどうかといったやり方は置いておいて、経済環境部などとも協議しな

がら、もうちょっと分かるような形は工夫したいなというふうに考えます。 

【対応・進捗状況】 対応済（令和８年３月６日） 対応中 検討中 実施不可 

■令和８年３月 16日現在 

 商工観光課において任用している地域おこし協力隊の活動の一環として、「駅前

グルメＭＡＰ」を作成いたしました。 

作成したマップは、伊達紋別駅のご協力をいただき、駅待合室に掲示していただ

くとともに、縮小した持ち帰り用のマップも配置していただいております。 



答弁指定事項進捗状況調書 

令和７年９月 

議員名  小久保 重孝 

担当部 経済環境部 担当課 環境衛生課 

質問年月日   令和７年９月 17日 

質問事項 蛍光灯(蛍光管)について 

【質問要旨】 

現在燃えないごみとして取り扱っている廃棄する蛍光管は２年後、2027年に製造生産

が終わります。そのため、来年から30年末までは各家庭、各事業所からごみとして大量

に蛍光管が出される可能性が高いと思われます。燃えないごみでの回収とともに、公共

施設などに回収ボックスを設置して拠点回収をする考えはないか伺う。 

【答弁要旨】【答弁者：市長】 

蛍光管については、拠点回収を行っている先進地の事例を参考とし、回収場所や回収方

法、事業の開始時期などについて検討を進めてまいります。 

【対応・進捗状況】 対応済（令和 年  月  日） 対応中 検討中 実施不可 

■令和８年３月23日現在 

蛍光管については、水銀が含有されているため、適正に処理しなければいけないこ

とから、市が適切な回収方法を構築する必要があると認識しております。 

回収場所や方法、時期等について、すでに回収を行っている先進地の事例を参考に

しつつ、関係機関と連携を図りながら対応して参ります。 



答弁指定事項進捗状況調書 

令和７年９月 

議員名  小久保 重孝 

担当部 経済環境部 担当課 環境衛生課 

質問年月日   令和７年９月 17日 

質問事項 有害鳥獣駆除について 

【質問要旨】 

単にこの人のためとかあの人のためではなくて、市のためにもなり、地域のためになる、また鹿のお肉

も有効に使えるということを改めて市として検討していただきたい。その一つが廃校利用での解体場の創

設ということになります。今できるとは求めませんので、ぜひ猟友会の方のお話も聞きながら、検討して

いただけるか伺う。 

【答弁要旨】【答弁者：経済環境部長】 

民間でそういったことに取り組みたいという方がもしいらっしゃるのであれば、それは現状でも条件はあ

りますけれども、起業支援的な補助金等もありますので、そういったことが上手に活用できないか、それ

を枠を広げる、広げないとかという問題もありますけれども、その辺で少し調整が利くかどうかというと

ころをちょっと研究をしてみたいなというふうに考えてございます。 

【答弁要旨】【答弁者：市長】 

今大変貴重なお話ありがとうございました。ジビエの対応をすることで残滓処理が進み、有害鳥獣被害が

大きく減るというのは、必ずしもそこに直結するものではないと思いますけれども、総合的に考えなが

ら、今ご指摘いただいたような残滓を使ってうまくジビエ化するということも一つのオプションとして考

えながら、トータルで有害鳥獣被害については検討してまいりたいというふうに思います。 

 

【対応・進捗状況】 対応済（令和 年  月  日） 対応中 検討中 実施不可 

■令和８年３月23日現在 

有害鳥獣駆除により生じた鹿肉等の有効活用は、残滓問題の軽減につながるもので

あり、解体場の設置等は、地域課題の解消に有効な投資であると認識しております。 

一方で、鹿などの野生動物は移動範囲が広いため、他市町界を超えて侵入している

ものも多く、当該個体の処理に係る費用が本市の負担となる不公平感も伴うことから､

広域行政を担う北海道による対応が必要と考えております。 

今後につきましては、引き続き北海道による対応を要望していくとともに、近隣市

町と連携を図りながら、総合的に有効な手段について調査・研究して参ります。 



答弁事項進捗状況調書 

 

令和７年９月 

議員名  小倉 拓 

担当部 教育部 担当課 生涯学習課 

質問年月日   令和７年９月 16日 

質問事項  伊達市における観光行政の在り方について 

【質問要旨】 

  羊蹄山周辺を舞台に、侍が現代に蘇り闘うというテレビゲームが世界的にヒット 

していると聞きました。〝聖地巡礼〟という、アニメやドラマの舞台を訪れる観光 

客をターゲットに、だて歴史文化ミュージアムにも誘導する仕掛けを考えてみるの 

もよいのではないでしょうか。 

【答弁要旨】             

【答弁者：教育部長 】 

   ゲームの内容によっては、少し便乗できないかなと思っております。 

 

【対応・進捗状況】 対応済（令和  年  月  日） 検討・対応中 実施不可 

■令和８年３月９日現在 

 当該テレビゲームの内容を確認したところ、北海道をモデルとした舞台ではありま

すが、本市及び周辺地域と推測される場所は登場しておらず、いわゆる〝聖地巡礼〟

といった形でだて歴史文化ミュージアムへ誘導することは困難であると判断いたしま

した。 

 しかしながら、だて歴史文化ミュージアムの集客に繋げるべく、今後も様々な情報

を収集して参ります。 



答弁事項進捗状況調書 

令和７年９月 

議員名 小倉 拓 

担当部  経済環境部 担当課 商工観光課 

質問年月日   令和７年９月 16日 

質問事項  伊達市における観光行政の在り方について 

【質問要旨】質問要旨】 

  伊達市における〝観光の推し〟について、市長は「トータルで見せる」と答弁さ 

 れておりました。トータルで伊達の観光を進めていくためにも、戦略的な仕掛けが 

 必要であると考えます。今後の展開について、どう進めていきますか。 

【答弁要旨】 

 【答弁者：市長 】 

  まさにおっしゃる通りで、戦略が必要であると考えます。しかし、その戦略を、 

 行政主導でやるのか民間主導でやるのか、その辺の仕分けをする整理が必要であ 

ると考えています。 

 

【対応・進捗状況】 対応済（令和８年３月 16日） 検討・対応中 実施不可 

■令和８年３月 16日現在 

行政が観光資源の保全や受入環境の整備等の基盤整備を行い、民間が魅力的な観光

コンテンツを提供するという役割分担のもと、官民連携による観光振興を推進して参

ります。 



 

答弁事項進捗状況調書 

 

令和７年９月 

議員名  小倉 拓 

担当部 経済環境部 担当課 商工観光課 

質問年月日   令和７年９月 16日 

質問事項  伊達市における観光行政の在り方について 

【質問要旨】 

  ＮＰＯ法人 だて観光協会の会長が代わり、部会構成等、組織改革も進めている 

 ようです。だて観光協会としっかりと連携し、情報共有することを期待しておりま 

す。その上で、〝自ら稼ぐ観光協会〟〝見える観光協会〟となるために、協会事務 

所の場所を、より認知されやすい場所に移すべきと考えます。 

 

【答弁要旨】 

【答弁者：経済環境部長 】 

   観光協会に期待するところはとても大きい。 

 

【答弁者：市長 】 

   観光協会と密に情報交換しながら、より一層取り組みが進むような後ろ盾を、 

  一緒に考えていきたいと思っております。。 

【対応・進捗状況】 対応済（令和８年３月 16日） 検討・対応中 実施不可 

■令和８年３月 16日現在 

だて観光協会において、事務所移転の意向があることは確認しております。 

今後につきましては、協会の意向を踏まえつつ、連携して検討を進めるとともに、

必要な支援を行って参ります。 



答弁事項進捗状況調書 

 

 

令和７年９月 

議員名  小倉 拓 

担当部 経済環境部 担当課 農務課 

質問年月日   令和７年９月 16日 

質問事項  伊達市における新規就農者へのサポート体制について 

【質問要旨】 

農業研修生のための「農業研修センター」が２ヵ所ありますが、このセンター 

  をうまく活用するための仕組みや取り組み、工夫はありますか。 

【答弁要旨】 

【答弁者：経済環境部長 】 

   せっかく建てた施設なので、効率的なプログラムを組んで活用できる方法を 

  模索していきたい。 

 

【答弁者：市長 】 

   新規就農の方を育てることができるような施設として運営できないかという 

  ところを軸として考えていきたい。有効な手段を内部でも考えておりますし、 

  また、民間の方にも様々な助言をいただきながら、いい形を探っていきたい。 

   

【対応・進捗状況】 対応済（令和８年３月27日） 検討・対応中 実施不可 

■令和８年３月27日現在 

 関内及び稀府の両農業研修センターでそれぞれ作成に当たっていた研修カリキュラ

ムについては、令和７年度に完成しました。 

 今後につきましては、関内農業研修センターと併用して研修生を受け入れる体制に

より事業を進めて参ります。 

 


